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上期（4-9⽉） 前年同期⽐
増減2018/3期 2017/3期

売 上 ⾼ 1,319 1,274 +44 +3.5%

売 上 総 利 益 321 308 +13 +4.4%

販 管 費 ▲254 ▲258 +4 +1.4%

営 業 利 益 67 50 +17 +34.4%

（営業利益率） （5.1%） （3.9%） （1.2pt）

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益 47 35 +12 +34.6%

受 注 ⾼ 1,462 1,327 +134 +10.1%

受 注 残 ⾼ 2,250 2,169 +82 +3.8%

2018年3⽉期 上期 連結経営成績

【ご参考】 上期（4-9⽉）業績の推移 （単位：億円）

ソフトウェアおよびアウトソーシングが伸⻑
システムサービスも堅調に推移し営業利益は34%増益 （単位：億円）

+44 +17 +12

＜上期決算のポイント＞
■売上⾼

ソフトウェアおよびアウトソーシン
グが伸⻑し増収。
システムサービスも堅調に推移。

■営業利益
増収効果および
販管費の減少により増益。

■親会社株主に帰属する四半期純利益
営業増益に伴い増益。

■受注⾼・受注残⾼
アウトソーシング、システムサービス
を中⼼に受注⾼、受注残⾼とも増加。
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まずはじめに、２０１８年３⽉期上期の決算概要について、ご説明いたします。

上期の業績は、売上⾼は前年同期⽐+44億円増収の1,319億円、
営業利益は前年同期⽐＋17億円増益の67億円、四半期純利益は前年同期⽐
+12億円増益の47億円となりました。

売上⾼は、第１四半期から引き続きソフトウェアおよびアウトソーシングが伸⻑し
たほか、システムサービスも⾦融・流通向けを中⼼に堅調に推移したことから増収
となりました。
利益⾯では、増収効果などから売上総利益が増加したことに加え、販管費が減少し
たことから、営業利益は前年同期に⽐べ17億円、率にすると34％増加しました。
なお、営業増益に伴い純利益も増益となっています。

受注⾼については、⾦融・流通・サービスなどほぼすべての業種向けで堅調に推移
し、前年同期⽐+134億円の増加となりました。なお、第１四半期からスリップし
たBankVision®の11⾏⽬の開発案件は予定通り第２四半期に受注計上いたしまし
た。
受注残⾼につきましても、アウトソーシングおよびシステムサービスを中⼼に
積み上がり、前年同期⽐+82億円増加の2,250億円となりました。
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売上高

1,319
1,274

システム
サービス

サポート
サービス

アウト
ソーシング

その他サービス

製品

+5

▲8

+37

+14

+44
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売上総利益

+13
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システム
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+0
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+0 その他サービス
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（+10.1％）

受注高

【ご参考】

1,462

システム
サービス

サポート
サービス

アウト
ソーシング

その他
サービス

1,327

+74

+46

製品

+27

▲15

+3

（単位：億円）

高採算ソフト
案件の計上
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BankVision®

新規稼働

次に、セグメント別の状況についてご説明いたします。

システムサービスは、 さまざまな業種に対する⼩型案件の積み上げもあり、
増収・増益となりました。新たなサービス開発にリソースを振り向けながらも、
売上規模・収益性の改善が図られており、引き続き新規領域への攻めと同時に、
既存領域の周辺ビジネスを着実に受注することで収益拡⼤を図ってまいります。
なお、当第２四半期においても不採算案件の発⽣はございません。

サポートサービスは、スポット契約の減少などにより減収となりましたが、
引き続き外注費などのコスト削減に取り組んでいることから、売上総利益は
前年同期並となりました。

アウトソーシングは、今年5⽉からBankVision®の10⾏⽬が稼働しているほか、中
⼩型案件が積み上がり増収となりましたが、サービス開始に向け準備中の案件で先
⾏費⽤の発⽣などがあり、若⼲の減益となっています。

製品は、⾃社製ソフトウェアなどの売上が堅調であったことから増収増益となり、
利益率も向上しています。
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2018年3⽉期 上期 マーケット別売上⾼
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金融機関

（単位：億円）

製造官公庁 商業・流通 電力・サービス他

（電⼒・サービス他）
引き続きエネルギー管
理システムを軸とした
社会基盤領域ビジネス
を強化。訪⽇外国⼈向
け観光プラットフォー
ムを拡⼤中。

（⾦融機関）
営業店変⾰を⽀援する
顧客接点系フロントソ
リューション案件が活
発。FinTechを活⽤し
た新たなサービスを拡
⼤展開中。

（官公庁）
地⽅⾃治体などに向
けた地域創⽣ビジネ
スの創出に注⼒。

（商業・流通）
⼩売・EC事業向け導
⼊型ソリューション
拡販に取り組む。ビ
ッグデータを活⽤し
た顧客分析⽀援への
アプローチを開始。

（製造）
⾃動⾞中⼼に需要は
底堅い。IoTプラット
フォームを展開中。
AI関連ビジネスの拡
⼤にも取り組む。

17/3期
上期

18/3期
上期

17/3期
上期

18/3期
上期

17/3期
上期

18/3期
上期

17/3期
上期

18/3期
上期

17/3期
上期

18/3期
上期

4

マーケット概況
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2Q
2Q
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次に、マーケット別の状況を説明いたします。

マーケット別では、引き続き⾦融および商業･流通向けビジネスが堅調に推移してお
ります。

⾦融は、後ほど詳細をご説明いたしますが、地域⾦融機関の営業店変⾰を⽀援する
顧客接点系フロントソリューション案件が順調に拡⼤しています。また、当社が従
来から得意としている証券系・市場系システムも堅調に推移しています。

官公庁は、地⽅⾃治体などに向けた地域創⽣ビジネスの創出に取り組んでまいりま
す。

製造につきましては、⾃動⾞向けを中⼼に引き続き底堅く推移しており、IoTやAI
を活⽤したビジネスの拡⼤を⽬指します。

商業・流通は、⼩売およびEC事業向け導⼊型ソリューションの拡販に引き続き取り
組むほか、ビッグデータを活⽤した顧客分析⽀援へのアプローチを開始していま
す。

電⼒・サービス他では、エネルギー管理システムを軸とした社会基盤領域のビジネ
スを強化しています。
また、訪⽇外国⼈向けにさまざまなサービスを提供する観光ビジネスプラットフォ
ームを拡⼤しています。
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2018年3⽉期 通期業績予想

18/3⽉期 上期実績 18/3⽉期 下期予想 18/3⽉期 通期予想

⾦額 前年同期⽐ ⾦額 前年同期⽐ ⾦額 前期⽐

売 上 ⾼ 1,319 +44 1,581 +33 2,900 +78

営 業 利 益 67 +17 93 ▲0 160 +17
（営業利益率） （5.1%） （5.9%） （5.5%）

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 47 +12 63 ▲5 110 +7

（単位：億円）

【2018年３⽉期 通期予想 営業利益の増減分解】

通期の売上⾼、営業利益、純利益の予想は
公表値（8⽉1⽇）から変更なし

5

＊通期予想の内訳は補⾜資料をご覧ください。

営業利益
143

営業利益
160

17/3期通期 18/3期通期

（単位：億円、増減は前期⽐）

製品販売
ソフトウェア +1６
ハードウェア ▲ 2

販管費増 ▲11売上総利益増 +28

研究開発費増 ▲1
事務機械化費増 ▲9
その他経費増 ▲1

サービス
システムサービス ＋ 9
アウトソーシング + ４
その他サービス他 + １

+17▲11
+14

+14

次に、通期の業績予想についてご説明いたします。

通期の売上⾼、営業利益、当期純利益予想については、8⽉1⽇の公表値から変更ご
ざいません。
通期の売上⾼は前期⽐+78億円増収の2,900億円、営業利益は+17億円増益の
160億円、当期純利益は+7億円増益の110億円の予想としています。

営業利益の増減分解としましては、
売上総利益はサービス及び製品販売を合わせて＋２８億円の増益、
販管費は事務機械化費の増加などにより▲１１億円の増加を⾒込んでいます。

なお、上期に不採算は発⽣しておりませんが、
下期は不採算リスクとして、特にこれといった案件があるわけではありませんが、
▲５億円のリスクを予想に織り込んでいます。

（また、当期においては年間配当４０円を予定しておりますが、上期の進捗をふま
え中間配当を２０円とさせていただきます。）
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中期経営計画「Innovative Challenge Plan」の
進捗2
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次に中期経営計画「Innovative Challenge Plan」の進捗につ
いてご説明させていただきます。
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2018年3⽉期の取り組み

社会や業界の
動向・課題から

サービスモデルを
設計する

サービスモデルを
実現する最適な

ICT環境を
組み合わせて提供

イノベーションを
起こす⾵⼟の醸成
・新たな取り組み

イノベーションを
起こす⾵⼟の醸成
・新たな取り組み

中期経営計画に基づく各領域での取り組み状況

デジタルイノベーション

 ⾦融機関向け顧客接点系
フロントソリューション強化

 「キャナルペイメントサービ
ス株式会社」による決済サー
ビス網の拡⼤

ライフイノベーション

ビジネスICTプラットフォーム

 観光活性化や地域密着型サービ
スにより地⽅創⽣を推進

 シェアリングエコノミー領域で
のエコシステムの拡⼤

 ビジネスモデルの変⾰を進め、サービス型ビジネスへシフト

 働き⽅改⾰の推進
・フリーアドレスを拡充
・テレワークを拡⼤

投資戦略
 新会社設⽴
・「キャナルベンチャーズ株式会社」
・「キャナルグローブ株式会社」

企業⾵⼟・⼈財改⾰

7

⽇本ユニシスグループは平成28年3⽉期よりスタートした中期経営計画
「Innovative Challenge Plan」の最終年度を迎えております。
成⻑戦略である「デジタル／ライフイノベーション領域の拡⼤」、「ビジネスICT
プラットフォーム領域の変⾰」、「企業⾵⼟・⼈財改⾰」などの重点戦略への取り
組みを加速しています。

まず「デジタルイノベーション」領域では、⾦融機関向けに顧客接点系フロント
ソリューションのビジネスが拡⼤しました。また、新たに設⽴した⼦会社「キャナ
ルペイメントサービス」のプラットフォーム連携による決済サービス網が拡⼤して
います。

「ライフイノベーション」領域では、地⽅創⽣関連や、シェアリングエコノミー
領域でビジネスエコシステムが拡⼤しています。

「ビジネスICTプラットフォーム」領域では、引き続きビジネスモデルの変⾰を
進めており、サービス型ビジネスへのシフトが順調に進んでいます。

投資戦略では、オープンイノベーションによる新ビジネスの創出を加速させる
ため、新たにベンチャーキャピタル事業と、海外事業の新会社を設⽴致しました。

次に、取り組みの代表的な事例をいくつかご紹介させていただきます。
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根幹業務領域

新しいビジネスの創出

外部アセット

破
壊
的
・
創
造
的

利活⽤するアセット

UX
User
Experience

UI
User

Interface

中期経営計画への取り組み

デジタル
イノベーション

従来の⾦融業の枠組みを超える新たな価値創造に向けて
⽇本ユニシスは⾦融機関さまのパートナーであり続けることを⽬指します。

⾦融機関向け「顧客接点系フロントソリューション」を
強化し、ビジネス拡⼤を図る

⼭梨中央銀⾏・スルガ銀⾏
営業店窓⼝業務⽀援

朝⽇信⽤⾦庫
営業店イノベーション・プラットフォーム
『BANK_FIT-Zero®による

営業店収益エンジン強化 』

付加価値・新規領域ビ
ジ
ネ
ス
の
進
化

北國銀⾏
営業店変⾰プロジェクト
『フロントUI/UX分野のシステム強化』

Resonatex™（レゾナテックス）
オープンAPI公開基盤サービス
『⾦融機関のビジネスモデル変⾰を⽀援』

BankVision® Web-API
『企業間コラボレーションの実証実験』
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Fortune Pocket®

〜資産形成⽀援専⽤アプリ〜

ファンド・オブ・ファンズ
〜オープンイノベーション〜

CLOUDIL（※１）活動
〜事業コンサルティング〜

※１ CLOUDIL:⼀般社団法⼈クラウド活⽤・地域ＩＣＴ投資促進協議会

®

まず「デジタルイノベーション」領域の取り組みについてご紹介させていただき
ます。

⽇本ユニシスは⾦融機関さまのパートナーであり続けることを⽬指し、⾦融機関
におけるコンサルティング営業強化や相談対応⼒強化、および顧客との対話や
提案を⾏うことを⽬的とした、次世代営業店システムや窓⼝業務⽀援システムの
導⼊を拡⼤しています。
引き続き、こうした営業店変⾰をより⼀層加速し、⾦融機関と顧客との接点と
なるフロント業務におけるUI/UXの分野でのビジネスを強化してまいります。

また、オープン勘定系システム『BankVision®』が持つ豊富な機能を、様々な
業種のサービスとビジネス連携させるため、Web API公開サービスの提供を開始
しました。さらに、⾦融機関をはじめとする各事業体向けオープンAPI公開基盤
「Resonatex™（レゾナテックス）」サービスの提供も、今秋から開始して
います。

⽇本ユニシスは、⾦融機関とFintech事業者および異業種との⽔平協働を触発する
ことでオープンイノベーションを加速させ、⾦融機関のビジネスモデル変⾰を
⽀援していきます。また、地域⾦融機関や地域の事業者とともに、地⽅を活性化
するための新たなビジネスを創出していきます。
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中期経営計画への取り組み

デジタル
イノベーション

⼦会社「キャナルペイメントサービス」のプラットフォーム
連携による決済サービス網の拡⼤

JTB

地域事業者
くまもとDMC

ヤマダ電機

加盟店
観光事業者

＜業務提携＞

楽天ペイ
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au WALLET
プリペード

カード
おさいふ
Ponta

ANA JCB
プリペイド

カード WebMoney
CardJTB

旅プリカ

dカード
プリペイド

LINE Pay
カード

＜業務提携＞

全店舗

髙島屋

成⽥
国際空港

ドン・キホーテ

新たなキャッシュレス社会の実現に向け、実績あるサービスで社会課題の解決を⽬指します。

中国系決済サービスチャージポイント事業

決済連動
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ バリュー

カード事業
国際ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ
決済ｻｰﾋﾞｽ

JCB
プレモカード ローソン

LINE Pay

⻑崎国際観光
コンベンション

協会

次に、「決済・チャージポイント事業」の取り組みについて、ご紹介させていた
だきます。

⽇本ユニシスでは、新たなキャッシュレス社会の実現に向け、実績あるサービス
で社会課題の解決を⽬指しています。

その⼀環として、デジタル決済関連では、新会社「キャナルペイメントサービス
株式会社」が、「⽀付宝®（Alipay®）」事業において、JTBおよび、くまもと
DMCと包括加盟店契約を締結し、観光事業者および熊本県内の地域事業者
（店舗や施設）への導⼊サービスを開始し、普及促進を図っています。
さらに、全国のローソン店舗で楽天のスマートフォンアプリ決済サービス
「楽天ペイ®」の利⽤を可能にするプラットフォームの提供を開始いたしました。

また、国内最⼤の仮想通貨・ブロックチェーン企業である株式会社bitFlyerと
ビットコイン決済サービスの導⼊店舗拡⼤に向けた業務提携を⾏いました。
本提携に伴い、⽀付宝（Alipay）ペイメントサービスを導⼊している⼩売事業者
等を対象に、ビットコイン決済サービスの導⼊⽀援を⾏っていきます。

今後も⽇本ユニシスグループは、利⽤者と企業の双⽅にメリットのあるサービス
を⽬指して、⽇本国内の官⺠が⼀体となって展開するキャッシュレス決済の促進
に取り組みます。
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プラットフォームを活⽤した観光活性化や
地域独⾃コンテンツとの連携により、地⽅創⽣を推進

中期経営計画への取り組み

ライフ
イノベーション

観光案内所向け
タブレットサービス
（実証実験）
『宮島⼝TIC』
『おりづるタワーTIC』

スマートフォン完結型
プラットフォーム（実証実験）
『KUMAMONʼs City Card』

⼭陰版観光ビジネス
プラットフォーム
（実証事業）
『縁の道〜⼭陰〜

プラットフォーム』

広島

熊本

石川

島根
鳥取
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愛知

松江城遠隔⾃撮り
（実証実験）
『ご当地Web』

らいぶろ® 「兵姫ストライク」
『江⽥島市地⽅創⽣事業』
『周遊スタンプラリー』

YOITOKO®

『地⽅創⽣プラットフォーム』
『半⽥市』

ARアプリ「タメスコ™」
『南房総市地域創⽣マガジン』

VISIT FUKUSHIMA 福島県
『訪⽇外国⼈向けフォトコンテスト』

YOITOKO 
『姫路市』

YOITOKO 
『南⿂沼市』

新潟

YOITOKO 
『飯⽥市』

長野

福島

山梨

YOITOKO 
『甲州市』福井

YOITOKO 
『鯖江市』

岩手

兵庫

静岡

「ラブライブ！サンシャイン!!」
沼津ツアー

『エンタメ系コンテンツビジネスプロデュース』

YOITOKO 
『⼋幡平市』

千葉

観光ビジネス
プラットフォーム

観光ビジネス
プラットフォーム

観光ビジネス
プラットフォーム

観光ビジネス
プラットフォーム

北國⽣産性向上推進
コンソーシアム
『⾦座和アイス』
『料亭旅館 ⾦城樓』

観光に関わるサービスをシームレスに提供する『観光ビジネスプラットフォーム』や、
地域の独⾃コンテンツや事業者などと連携し、地⽅創⽣に取り組みます。

次に「ライフイノベーション」領域の取り組みについて、ご紹介させていただき
ます。

⽇本ユニシスでは、近年のインバウンド需要への対応として、訪⽇外国⼈の
ストレスフリーな旅⾏を実現する、観光エコシステムサービスの創出を⽬指して
います。観光に関わる個々の良質なサービスをシームレスに提供することで、
旅⾏者が⾃然に地域を回遊するよう促すとともに、事業者が多様な訪⽇外国⼈を
おもてなしできるサービスを⽬指しています。

⼀例として、⼭陰版観光ビジネスプラットフォームは、クルーズ船やLCCなどで
⼭陰を訪れる訪⽇外国⼈に対して、IoTを活⽤したサービスを提供し、⿃取県や
島根県にて、周遊・滞在時間・消費の拡⼤に取り組んでまいります。

また、地域の独⾃コンテンツや事業者などと連携し、地域密着型のサービスを各
地で展開してまいります。アニメとの連携や、都会に住む⼈と地⽅をマッチング
させるなどといった新たなサービスも展開しております。

このような取り組みを通じて、訪⽇外国⼈旅⾏者向けのサービス提供だけでなく
、地域の住⺠ならびに事業者と共に地域課題の解決や、地域密着型の新しいサー
ビスの創造により、地⽅創⽣に取り組んでいきます。
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シェアリングプラットフォームが拡⼤し、付加価値サービス
を実現する、さまざまなビジネスエコシステムを形成

中期経営計画への取り組み

シェアリングエコノミー領域のプラットフォームを拡⼤し、異業種のサービス事業者が
技術やアセットを活かしてコラボレートすることを推進していきます。

ライフ
イノベーション

〜クラウドタクシー〜

※１
⽇本郵便が保有する倉庫・宅配ネットワークを活⽤し、
不動産業、アパレル業、レンタル業、シェアリング業などの
サービス事業者に収納サービスを提供する⽇本ユニシス
のクラウド型サービスです。

シェアリングビジネス
プラットフォームサービス

〜オフィスシェア〜

シェア x 空間

シェア x モノ

ポニー
クリーニング

シェア x 移動

収納サービス
プラットフォーム

〜充電インフラサービス〜

ポニークリーニング
「保管＆宅配サービス」

⽇本郵便

・データ連携
・IT基盤
・フロント

・倉庫
・配送/集荷

・WEB事業者

不動産

アパレル

11

レンタル

シェアリングプラットフォームの拡⼤

SHARING
ECONOMY

カーシェアリング
サービス

〜移動販売情報プラットフォーム〜

スペースシェアサービス

※１

®
®

次に「シェアリングエコノミー」領域の取り組みについて、ご紹介させていただ
きます。

⽇本ユニシスでは、シェアリングエコノミーへの取り組みを通じた社会課題の
解決を⽬指し、各種のサービスを展開しており、カーシェアや、スペースシェア
のサービスを提供してまいりましたが、今回、新たな取り組みとして、穂⾼株式
会社（ポニークリーニング）に「収納サービスプラットフォーム」の提供を開始
しました。
ポニークリーニングは、「収納サービスプラットフォーム」を利⽤し、
⾐類の「ネット宅配＆クリーニング保管サービス」を提供しています。

この「収納サービスプラットフォーム」は、今後、不動産業、アパレル業、レン
タル業、シェアリング業など、異業種サービス事業者間のビジネス連携を可能と
する
サービスプラットフォームとして展開していくことが可能です。

このようにサービスプラットフォームを形成することで、業種や業界を超えて、
参加する事業者のネットワークが広がり、様々なビジネスエコシステム群に成⻑
していきます。
⽇本ユニシスは、顧客企業やパートナー、利⽤者を有機的につなぎ、真に価値あ
る⾰新的なサービスを創出していきます。
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中期経営計画への取り組み

次世代エネルギーインバウンド

暮らしのサポート 地域の防災・安⼼安全

情報共有システム
災害ネット

東南アジア向け
ドライブレコーダー

島根
⿃取

⻑崎

Akerun®

実証実験

ｼｪｱﾘﾝｸﾞ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

BankVision®

Web-API

踏切監視
サービス

ドライブレコーダー
無事故プログラムDR®

スマート
ユニサイト®

災害情報通信ネットワーク
クラウド型防災情報システム

国際ブランド
プリペイド

電⼦バリュー
カード

地域医療・介護連携
ICTシステム

佐渡ひまわり
ネット

災害情報サービス
SAVEaid®

EV/PHV利⽤促進
プラットフォーム事業エネルギー

事業社向け
Enability®

台⾵発電チャレナジー
（実証実験）

smart oasis®

カーシェアリング

⽇本⾷の
海外配信

The Samurai Gourmet®

HEMS／BEMS

新営業システム(CIS)
Enability® CIS

移動販売
HOTRICO®訪⽇外国⼈

接客ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ
WaviSaviNavi®

「スマートロック活⽤」
プロジェクト

Robotics

e-learning
基盤

クラウド型
電⼦図書館サービス

BANK
FIT-Zero®

地域創⽣

BANK
FIT-NE®

Smile
Branch®

オープンAPI
公開基盤サービス

Resonatex™

バーチャルパワープラント構築
（実証実験）

Fortune Pocket®

顧客
接点系

タクシー配⾞
smartaxi®

収納サービス
プラットフォーム

広島

熊本

⽯川

点から⾯へ、実績あるサービスをもとに異業種をつなぎ、
社会課題の解決を⽬指すビジネスエコシステムを創出します。

保育業⽀援
ChiReaff Space®

訪⽇外国⼈向け
⽇本紹介
Samurai Trip®

国際ブランド
デビット

決済サービス

中国系
決済サービス

Bitcoin
決済ｻｰﾋﾞｽ

チャージ
ポイント事業

位置情報ｻｰﾋﾞｽ
GEOMOBI™

EV充電インフラ
サービス

Fintech

⾦融機関
勘定系
システム

観光ビジネス
プラットフォーム

商店街活性化
YOITOKO®

仮想住宅展⽰場
MY HOME MARKET™
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IBM
Watson

⼈⼯知能 橋梁
劣化要因・健全性

判定⽀援

AI関連技術体系
Rinza® Siriusbot

シリウスボット

NAVii™
ナビー

⾃律移動型
ロボット

IoT監視

トンネル点検
３Dスキャン

このスライドは、⽇本ユニシスグループが提供している
主なサービスやビジネスの取り組みイメージでございます。⾊々なサー
ビスが、点から線へ、線から⾯という形でつながっていることが読み取
れるかと思います。

企業が取り巻く環境の変化がますます加速するなか、当社は、
業界を超えて連携する、『ビジネスエコシステム』を推進しています。

個別のサービスやビジネスは、つながりの線が⾯となり、異なる領域や
異なる業種・業界間での⾯と⾯とのつながりも出てきており、こうした
ビジネスエコシステムは進化を続けています。

ますます進展するデジタルトランスフォーメーション社会の中で、
⽇本ユニシスグループは、業種業界の壁を超えて、パートナーとともに
社会課題を解決する「カタリスト（触媒）」として、
オープンイノベーションによる新しいビジネスを創出していきます。
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中期経営計画への取り組み

※1 PT. INDIVARA SEJAHTERA MANDIRIグループ（本社：インドネシア ジャカルタ）

投資戦略 デジタルトランスフォーメーション領域への投資および、
海外事業への本格進出を⽬的に、⼦会社２社を設⽴

ベンチャーキャピタル事業の新会社として、
「キャナルベンチャーズ株式会社」を設⽴、
総額50億円のファンドを組成。
デジタルトランスフォーメーション領域へ投資し、
イノベーションの持続的な創出を⽬指します。

13

Canal Ventures

本格的な海外事業進出に向け、「キャナルグローブ株式会社」
を設⽴、国内外のお客様と連携し、海外事業を展開。
インドネシア「ISeMaグループ（※1）」に資本参加、
東南アジア市場でのプラットフォーム事業を推進します。

最後に、投資戦略に関する取組みについて、ご説明させていただきます。

⽇本ユニシスは、オープンイノベーションによる新ビジネス創出に向け、
ベンチャーキャピタル事業の新会社「キャナルベンチャーズ株式会社」を
設⽴し、総額50億円のベンチャーキャピタルファンドを組成しました。
これにより、デジタルトランスフォーメーション領域へ投資するファンドを
もつVC を設⽴し、スタートアップやVC、アクセラレーターの輪に参画し、
ビジネスエコシステムを形成することで、イノベーションの持続的な創出を
⽬指していきます。

さらに、本格的な海外事業進出に向けて、「キャナルグローブ株式会社」を
設⽴しました。インドネシアに本社を置くIndivaraグループ（※1）と提携、
ISeMaグループへ資本参加を⾏いました。

今後は、さらなる経済成⻑が⾒込まれる東南アジアにおいて、社会のニーズに
即したプラットフォーム事業を推進し、国境、業界、業種を越えたビジネス
エコシステムを構築することにより、地域社会の発展に貢献していきます。

※1 PT Indivara Sejahtera Sukses Makmur （本社：インドネシア ジャカルタ）
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140
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14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

2,552

2,620 2,620
2,600

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

予想

0.90

0.70

0.42  0.43 

0.35 

0.51
0.42

0.24  0.23 
0.17 

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

予想

D/Eレシオ（倍）

ネットD/Eレシオ（倍）

688  712 
807 

935  957

748 810
904 899 97137%

41%

47% 47%
49%

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

自己資本（上期）
自己資本
自己資本比率

（参考）財務指標推移および中期経営計画の進捗

自己資本 Ｄ/Ｅレシオフリー・キャッシュ・フロー
（単位：億円）（単位：億円）

デジタルイノベーション

売上高

ライフイノベーション ビジネスICTプラットフォーム

（単位：億円） （単位：億円） （単位：億円）

130 145
182

270

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

予想

10
15

20

30

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

予想
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今年度上期実績 前年度上期実績▽▼

52%
▽

52%
▼

0.33
▽

0.14
▽

0.31
▼

0.13
▼

1,196

▼

13
▼

110
▼

上期 通期 上期 通期 上期 通期 上期 通期
実績 予想

上期 期末 上期 期末 上期 期末 上期 期末
実績 予想

上期 通期 上期 期末

69
▽

7
▽

1,198

▽



（注意）
本資料における将来予想に関する記述は、現時点での⼊⼿可能な情報による判断および仮定に基づいております。
実際の結果は、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、予想と異なる可能性があり、当社グループとして、
その確実性を保証するものではありません。
また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。
本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を⽬的としたもので、投資勧誘を⽬的として作成したものではありません。
本資料利⽤の結果⽣じたいかなる損害についても、当社は⼀切責任を負いません。


